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◆主な内容◆

・五戸ごみ０運動　　　　　　　　　　　②

・五戸町教育大会　　　　　　　　　　②③

・勇退・転入の校長先生　　　　　　　　④

・中山間地域等直接支払交付金の状況　　⑤

・家族介護慰労事業・介護用品の給付について　　⑥

・五戸総合病院　６月の医師一覧　　　　　⑦

・郷土探訪「五戸地方の馬談義③」　　　　⑧

・警察官募集　　　　　　　　　　　　　　⑨

・児童手当現況届　　　　　　　　　　　　⑩

・欧州体験レポート　　　　　　　　　　　⑫
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町民いこいの日

海上自衛隊大湊音楽隊演奏会
６月20日（水）18：00開場  18：30開演

町立公民館　‡62－7976
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ル
大
会

なし
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小雨が降る中での作業

缶・びんは「資源ごみ」

竹内教育委員長から受賞者に表彰状が贈られた

ちょっとひといき

ゴ ミ

運 動

０なしなし

住
民
と
行
政
が

協
働
で
清
掃
作
業

五
戸
町
教
育
大
会

な
し

　
第
44
回
五
戸
町
教
育
大
会
が

４
月
26
日
、
町
立
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
教
育
関
係
者
ら
が

今
年
度
の
教
育
施
策
を
確
認
し
た

ほ
か
、
各
種
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
で
は
ま
ず
、
町
教
育
委
員

会
の
竹
内
良
雄
委
員
長
が
主
催
者

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

a
橋
正
之
教
育
長
が
「
人
間

尊
重
の
精
神
を
基
調
と
し
て
、

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
変
化
の
激
し
い

社
会
で
主
体
的
に
生
き
る
町

民
の
育
成
を
目
指
し
た
教
育

の
推
進
に
努
め
る
」
と
し
た

五
戸
町
教
育
の
基
本
方
針
と
、

学
校
教
育
・
社
会
教
育
そ
れ

ぞ
れ
の
主
要
施
策
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
平
成
18
年
度
に

町
の
教
育
振
興
に
貢
献
し
た

団
体
・
個
人
へ
の
感
謝
状
の

贈
呈
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

各
分
野
で
多
年
に
わ
た
り
功

労
の
あ
っ
た
団
体
や
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
個
人
へ
の
表

彰
状･

メ
ダ
ル
の
授
与
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
終
了
後
に
は
、
八

戸
市
教
育
委
員
会
前
教
育
長
の
菊

池
武
氏
が
「
教
師
と
し
て
働
く

〜
教
師
文
化
と
同
僚
性
と
〜
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

（
３
ペ
ー
ジ
に
受
賞
者
を
紹
介
し

ま
し
た
。
敬
称
略
）

五
戸
町
教
育
大
会

五
戸
町
教
育
大
会

教
育
の
基
本
方
針
を
確
認

　
自
治
会
と
町
の
共
催
に
よ
る
全

町
一
斉
の
道
路
清
掃
「
五
戸
ご
み

０
運
動
」
が
４
月
21
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
自
治
会
長
会
議
で
の
提
案
を
も

と
に
平
成
７
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
、
今
年
で
13
回
目
。
「
住

民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る

中
、
そ
の
先
駆
け
と
い
え
る
取
り

組
み
で
す
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
の
中
、

早
朝
か
ら
各
自
治
会
の
住
民
が
多

数
繰
り
出
し
、
道
路
に

落
ち
て
い
る
空
き
缶
や

空
き
び
ん
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻

な
ど
の
ご
み
を
拾
い
集

め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
同
運
動

で
は
、
拾
っ
た
ご
み
は

「
燃
え
る
ご
み
」
と
「
燃

え
な
い
ご
み
」
の
２
種

類
に
分
け
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
「
家
庭
で
の
普

段
の
分
別
意
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
」
と
い
う

自
治
会
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、
汚

れ
が
少
な
く
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

缶
と
び
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
資
源

ご
み
」
に
分
別
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
住
民
に
よ
っ
て
各
地

域
の
所
定
の
収
集
場
所

に
ご
み
が
集
め
ら
れ
る

と
、
作
業
は
〝
行
政
〞

に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

町
職
員
約
60
人
が
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
公
用
車
16
台

を
使
っ
て
ご
み
を
回
収

し
ま
し
た
。
各
車
２
〜
３
往
復
し

て
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
ご

み
処
理
施
設
へ
搬
入
。
そ
れ
ぞ
れ

の
分
別
に
応
じ
て
処
分
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
可
燃

ご
み
が
３
・
７
ト
ン
、
不
燃
ご
み

と
資
源
ご
み
合
わ
せ
て
３
・
９
ト

ン
で
、
総
合
計
は
７
・
６
ト
ン
。

前
年
度
に
比
べ
て
０
・
３
ト
ン
多

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
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スポーツ奨励賞

文　化　賞

感謝状 スポーツ賞

文化功労賞

文化奨励賞

五戸町人材育成基金 金員を寄付
東北三吉工業株式会社
　代表取締役　田沢　英治

五戸町人材育成基金 金員を寄付
株式会社五戸会館
　代表取締役　軽米　輝夫

五戸町人材育成基金 金員を寄付
八戸信用金庫
　理事長　　　小野　　　

町道五戸志戸岸線
通 学 路 街 灯

水銀灯９基を寄贈
博労町自治会
　会　長　　　舘林　省三

奈良あけみ

佐々木ひとみ

小村　晶紀

下村　知世

五 戸 小 学 校

三本木農業高等学校

〃

〃

第35回マーチングバンド・バトン
トワーリング東北大会　優秀賞

切谷内小学校澤口　美沙
第42回全国児童才能開発コンテスト
「図画部門」　文部科学大臣賞

〃

〃

小保内湖雪 第65回全国教育美術展「図画部門」特選

切谷内小学校豊川　裟貴 平成19年度愛鳥週間ポスター原画　入選

五 戸 中 学 校長 崎 　 藍
読売新聞社主催第16回地球にやさしい
作文・活動報告コンテスト「デザイン・
マンガ･ポスター部門」　奨励賞

五 戸 小 学 校角田　　康 第34回デーリー東北児童生徒読書
感想文コンクール　青森県知事賞

太田　裕介
向平　　希
上條　瑞貴
三浦　由貴
三上　湧己
水梨亜衣理
村上　南美
稲垣　麻鈴
佐藤　風花
立花　彩乃
向山　由衣

第35回マーチングバンド・バトン
トワーリング東北大会　優秀賞

第57回日本学校農業クラブ全国大会
優秀賞

第57回日本学校農業クラブ東北連盟
大会　優秀賞

第57回日本学校農業クラブ東北連盟
大会　優秀賞

切 谷 内 小 学 校 児童用図書を寄贈伊藤　新吉

五戸町連合婦人会
　（代表）鳥谷部　富子

五戸地方菊花同好会
　（代表）佐々木　和弘

平成16年に創立50周年を迎え、これまでの
さまざまな分野での文化活動の功績は多大
である。明治天皇行幸天覧記念行事も30周
年という節目を迎える。

設立から現在まで「産業と文化まつり」
に菊花展を開き、改良に努め奥州菊や
懸崖（けんがい）、盆栽などの150点以上
を出品し、その後は官公署や施設に展示
鑑賞用として提供している。文化まつり
への54回出品の記録は大である。また、
初歩の栽培講習にもあたっている。

五戸町ソフト
ボ ー ル 協 会

三浦　明子
小泉　敦子
木村　玲奈
類家　　栄
才神　理栄
鈴木　菜央

今川　善宏 三本木農業高等学校

〃

〃

八戸工業大学
第一高等学校

五戸サッカー協会

平　　瑞生

小村　省吾

本木　大地

川崎　浩治
奥山　博之
太田　竜介
三浦　康弘
宮野　良平
尾 形 　 充
中川原秀和
太田　　寛
霞　　恭輔
菊池　徳寛
川村　道行
藤倉　克智
三浦　利政
野村　聖也
菊池　規泰
木村　　健

第61回市町村対抗青森県民体育大会
優勝

平成18年度全国高等学校総合体育
大会相撲競技　ベスト16

第７回全国高等学校選抜ラグビー
フットボール大会　出場

平成18年度青森県高等学校ラグビー
フットボール新人大会　優勝

秋季青森県高校野球選手権大会
優勝

又 重 小 学 校太田　理奈
第23回全国少年少女レスリング
選手権大会　優勝

五 戸 小 学 校川村　拓摩
第25回青森県小学校陸上記録会
「男子走り高跳び」　第１位

五戸サッカー協会黒澤　実可
三浦　奈緒

第10回全日本女子ユース（U－18）
サッカー選手権大会青森県大会　優勝

五 戸 中 学 校

宮崎　直弥
三浦　翔太
工藤　雄大
石渡　隆聖
三浦　　涼
太田　玲緒
小笠原航汰
大西　　翼
軽米　大輔
北上京志郎
石田　義大
山田　堅人
宮本　竜治
小泉翔太郎
三上　泰平
和田　拓弥
舛沢　　樹
舛沢　慎也

第49回青森県中学校サッカー新人
大会　優勝

第61回青森県民体育大会町村の部
優勝

第58回三戸郡総合体育大会　優勝
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今
か
ら
三
十
年
前
、
五
戸
小
学
校
で

担
任
し
た
子
ど
も
達
か
ら
、
教
師
と
い

う
仕
事
は
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で

あ
る
と
い
う
事
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
多
く
の
保
護
者
か
ら
は
、

教
育
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え
育
て
て
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
の
大
恩
あ
る
五
戸
小

学
校
で
、
教
員
生
活
の
最
後
を
迎
え
る

事
が
出
来
た
事
を
大
変
幸
せ
に
思
っ
て

い
ま
す
。

　
私
は
、
子
ど
も
達
や
先
生
方
、
そ
れ

に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
機
会
あ
る
毎

に
、
「
昔
か
ら
五
戸
町
の
町
民
は
、
礼
儀

正
し
い
町
民
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
皆

さ
ん
も
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
す
ば
ら
し

い
町
民
に
な
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
」
と

話
し
て
き
ま
し
た
。
今
、
各
学
校
で
は
、

「
挨
拶
運
動
」
に
、
力
を
入
れ
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
か
町
民
の
皆
さ
ん
も

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
励
ま
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
切
谷
内
小
学
校
の
教
育
目
標
「
め
あ

て
を
も
っ
て
生
き
生
き
と
活
動
す
る
子
」

を
め
ざ
し
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
と
も

に
明
る
く
元
気
に
活
動
す
る
子
ど
も
達

か
ら
多
く
の
感
動
を
得
、
教
育
の
大
切
さ

を
再
確
認
し
た
四
年
間
で
し
た
。
ま
た
、

学
校
を
温
か
く
見
守
り
、
校
庭
芝
生
化

等
の
学
校
環
境
整
備
や
五
戸
東
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
活
動
等
に
進
ん
で
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
方
、

さ
ら
に
、
使
命
を
も
っ
て
情
熱
的
に
指

導
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
職
場
の
仲
間
達

や
教
育
委
員
会
の
皆
様
方
、
お
陰
様
で

切
谷
内
小
学
校
で
有
終
の
美
を
飾
る
こ

と
が
で
き
た
も
の
と
感
謝
し
、
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
町
内
四
校
で
通
算
十
九
年

勤
務
し
た
経
験
を
生
か
し
、
微
力
な
が

ら
町
民
と
し
て
第
二
の
故
郷
「
五
戸
町
」

の
発
展
の
た
め
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
四
年
前
に
五
戸
小
学
校
教
頭
か
ら
校

長
に
出
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
五
戸

小
学
校
校
長
と
し
て
再
び
赴
任
致
し
ま

し
た
。
実
は
五
戸
町
へ
の
赴
任
は
、
豊

川
小
学
校
（
閉
校
式
ま
で
）、
豊
間
内
小

学
校
（
教
頭
と
し
て
津
軽
へ
転
出
）、
五

戸
小
学
校
教
頭
（
校
長
と
し
て
田
子
町

へ
転
出
）
に
続
き
、
四
度
目
と
な
り
ま

す
。

　
私
事
で
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
五

戸
小
学
校
は
私
の
親
父
、
私
の
長
女
の

母
校
で
も
あ
り
ま
す
。
と
言
う
訳
で
、

非
常
に
お
世
話
に
な
っ
た
五
戸
小
学
校
、

五
戸
町
で
あ
り
、
教
職
の
最
後
（
？
）

を
こ
の
五
戸
小
学
校
に
勤
務
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
不
思
議
な
『
縁
』
を
感
じ
、

有
り
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
精
一
杯
五
戸
小
学
校
・
五
戸
町
の
た

め
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
チ
ェ
コ
共
和
国
の
首
都
に
あ
る
在

チ
ェ
コ
日
本
国
大
使
館
附
属
プ
ラ
ハ
日

本
人
学
校
か
ら
、
３
年
の
任
期
を
終
え

て
、
今
度
こ
ち
ら
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
海
外
派
遣
は
、
昭

和
57
年
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校
に
つ

い
で
２
度
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ア
ジ

ア
、
欧
州
と
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
伝
統
文
化
を
し
っ
か

り
と
守
っ
て
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
で

す
。

　
そ
こ
で
今
後
は
、
日
本
の
伝
統
を
守

り
、
よ
さ
を
発
見
し
な
が
ら
、
美
し
い

日
本
を
つ
く
る
た
め
に
、
微
力
な
が
ら

人
材
育
成
の
一
端
を
担
い
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
五
戸
町
は
幸
い
な
こ
と

に
、
小
職
と
な
に
か
縁
が
あ
る
土
地
柄

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

北

村

義

文
　
先
生

五
戸
小
　
退
職
　

伊

藤

新

吉
　
先
生

切
谷
内
小
　
退
職
　

岩

間

和

章
　
先
生

　
清
水
頭
小
（
田
子
町
）
か
ら
五
戸
小
へ

橘

　

由

春
　
先
生

　
プ
ラ
ハ
日
本
人
学
校
か
ら
切
谷
内
小
へ

勇退・転入の校長先生勇退・転入の校長先生
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野沢城址公園の階段を整備

水路の清掃作業

21集落に3,606万3,044円が交付されました21集落に3,606万3,044円が交付されました 平
成
18
年
度
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

　
　「
集
落
協
定
等
の
実
施
状
況
」
を
公
表
し
ま
す

平
成
18
年
度
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

　
　「
集
落
協
定
等
の
実
施
状
況
」
を
公
表
し
ま
す

　
農
業
・
農
村
は
、
食
料
を
供
給
す
る

だ
け
で
な
く
災
害
防
止
や
安
ら
ぎ
の
場

な
ど
「
多
面
的
機
能
」
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
な
か
で
中
山
間
地
域
は
、
平
野

部
に
比
べ
生
活
基
盤
が
立
ち
遅
れ
て
い

る
こ
と
や
傾
斜
地
が
多
く
農
業
生
産
の

条
件
が
不
利
な
こ
と
か
ら
、
過
疎
化
や

老
齢
化
が
進
み
、
農
地
な
ど
の
管
理
が

ま
ま
な
ら
ず
「
多
面
的
機
能
」
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
中

山
間
地
域
で
農
地
の
維
持
管
理
活
動
を

実
施
す
る
場
合
、
生
産
条
件
の
不
利
性

を
直
接
的
に
補
う
「
直
接
支
払
い
」
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

●
五
戸
町
に
お
け
る

　
対
象
地
域

・
農
林
統
計
上
の
中

　
山
間
地
域
に
指
定

　
さ
れ
て
い
る
地
域

　
大
字
扇
田

　
大
字
浅
水

　
大
字
手
倉
橋

・
過
疎
法
指
定
地
域

　
旧
倉
石
村
地
区

野

沢

集

落

　
野
沢
集
落
は
浅
水
川
沿
い
に
位
置
し

た
集
落
で
す
。
集
落
協
定
で
は
、
集
落

内
の
対
象
農
用
地
を
管
理
し
て
い
る
農

業
者
だ
け
で
な
く
、
農
事
組
合
全
体
の

活
動
と
と
ら
え
、
将
来
に
わ
た
り
農
地

保
全
、
耕
作
地
放
棄
の
防
止
、
そ
し
て

豊
か
な
農
村
風
景
の
維
持
を
図
る
た
め
、

水
路
の
維
持
管
理
、
花
壇
の
設
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
多
面
的
機
能
増
進
活
動
と

し
て
は
、
集
落
に
あ
る
野
沢
城
址
公
園

参
道
の
老
朽
化
に
伴
い
、
階
段
を
整
備

す
る
な
ど
地
域
財
産
の
保
全
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

直
接
支
払
制
度
と
は

集
落
協
定
の
取
り
組
み
事
例

対 象 と な っ た
集 落 名

野沢集落 22 71,268
75,462
36,600
138,793
11,799
49,643
24,948
85,127
160,671
65,790
184,489
22,108
134,508
60,224
179,840
383,643
199,193
1,835,874
1,200,671
17,504
10,152

4,948,307

12,681

24,948
85,127
160,671
65,790

10,152
359,369

71,268
75,462
36,600
126,112
11,799
49,643

184,489
22,108
134,508
60,224
179,840
383,643
199,193
1,835,874
1,200,671
17,504

4,588,938

456,115
482,956
234,240
1,020,155
75,513
317,713
419,126
1,430,133
2,699,272
1,105,272
1,180,728
141,491
860,851
385,433
1,150,975
3,069,144
1,274,833
11,749,585
7,684,292
112,025
213,192

36,063,044

242,311
242,656
117,940
511,655
37,913
317,713
209,576
539,257
1,349,882
561,391
590,908
93,247
517,951
145,433
835,525
1,535,247
637,835
6,483,215
3,856,832
61,911

0
18,888,398

213,804
240,300
116,300
508,500
37,600

0
209,550
890,876
1,349,390
543,881
589,820
48,244
342,900
240,000
315,450
1,533,897
636,998
5,266,370
3,827,460
50,114
213,192

17,174,646

23
18
30
4
12
3
4
8
8
41
8
27
9
22
21
14
343
251
7
1

876

浅水下通り集落
浅水上通り集落
上豊川集落
関口集落
手倉橋集落
相間野集落
風原平集落
横倉集落
沼沢集落
後田内沢集落
谷地中渡集落
堤沢集落
前田内沢集落
大久保沢集落
一ノ坪集落
第２横倉集落
倉石西部地区集落
倉石東部地区集落
北向集落
個別協定

計

交付対象農用地
面積　  （㎡）

田 の 急 傾 斜 地
面積　  （㎡）

交 付 金 額
　　　  （円）

うち集落共同活動
充当額　（円）

うち農業者への
配分額　（円）

田 の 緩 傾 斜 地
面積　  （㎡）

協定者数
（人）

中山間地域等直接支払交付金の概要等

問い合わせ先　役場農林課　ＴＥＬ６２－２１１１　内線４１７
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五
戸
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式

　在宅で介護している家族の経済的負担を軽減するために、紙おむつ・尿とりパットなどの
購入用の引換券を、年額７５，０００円を限度に発行します。（７月～翌年６月）

対　　象
　町内に住所を有し居住している方で、介護保険で要介護度が４または５に該当し、町民
税非課税世帯で、介護用品を必要とする高齢者などを現に介護している方

手続きに必要なもの
・申請書　・印鑑　・介護保険被保険者証　・世帯全員の課税状況が確認できる証明書

　介護保険のサービスを利用せずに、在宅で介護している家族
などにその慰労として金品を贈呈します。（年額１０万円）

対　　象

　町内に住所を有し居住している方で、介護保険で要介護度が
４または５に相当する高齢者などを過去１年間介護保険サー
ビス（１週間程度のショートステイを除く）を利用せずに
在宅で介護してきた家族であって、町民税非課税世帯

手続きに必要なもの

・申請書　・印鑑　・介護者名義の通帳　・世帯全員の課税状況が確認できる証明書

　
青
森
県
消
防
協
会
三
八
支
部
五

戸
地
区
消
防
団
（
川
h
七
保
地
区

長
）
の
連
合
観
閲
式
は
４
月
30
日
、

五
戸
町
と
新
郷
村
の
団
員
７
５
６

人
、
消
防
車
両
39
台
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
団
員
ら
は
午
前
７
時
30
分
に
中

心
街
の
市
川
道
十
文
字
通
り
か
ら

栄
町
通
り
に
か
け
て
整
列
。
服
装

や
規
律
な
ど
に
つ
い
て
、
三
浦
正

名
町
長
の
観
閲
を
受
け
た
後
、
式

典
会
場
の
五
戸
小
学
校
ま
で
堂
々

の
分
列
行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
永
年
勤
続
者
や
功

労
者
な
ど
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
終
了
後
に

は
、ポ
ン
プ
操
法
や
小
隊
訓
練
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
女
性
団
員
が
寸

劇
を
通
し
て
自
動
体
外
式
除
細

動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
用
い
た
救
急
救

命
法
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
五
戸
高
校
東
側
の
用

水
路
沿
い
に
会
場
を
移
し
て
呼
び

物
の
「
玉
落
し
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
高
さ
９
メ
ー
ト
ル
の
柱

の
先
に
結
び
付
け
ら
れ
た
玉
を
め

が
け
て
下
か
ら
放
水
す
る
も
の
で
、

水
圧
で
玉
を
打
ち

落
と
す
ま
で
の
速

さ
を
競
い
ま
す
。

会
場
に
は
団
員
の

家
族
な
ど
大
勢
の

見
物
客
が
訪
れ
、

盛
ん
な
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

五
戸
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式

五
戸
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式

地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 家族介護慰労事業・介護用品の給付について家族介護慰労事業・介護用品の給付について家族介護慰労事業・介護用品の給付について２

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１ 内線２６５

家族介護慰労事業

介護用品の給付

※６月１日から随時受付しますので、該当すると思われる方は申請してください。(申請書などは役場介護保険課にあります)

水柱が天を突く「玉落し大会」

大勢の見物客を前に堂々の行進



●４月の診療科別患者数

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
６
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

121

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

診
　
療
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

副
院
長

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

新
井
田
修
久

医
師
名

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

原
田
　
昭
彦

佐
藤
　
　
学

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

浦
上
千
佳
子

広
瀬
　
由
紀

袴
田
真
理
子

阿
部
　
尚
央

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　木
〜
金
曜
日

　木
曜
日

　月
曜
日
　

　火
曜
日
・
木
曜
日

　第
２
・
４
・
５
金
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示

　
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

北
野
　
小
雪
　（
浅
　
水
）　

河
守
田
静
子
　（
正
場
沢
）　

河
守
田
邦
博
　（
正
場
沢
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　　

土
嶺
　
蜻
蛉
　（
　
　
　
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍛
冶
屋
窪
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

若
松
　
忠
雄
　（
下
モ
沢
向
）　

〈
川
柳
〉

連
休
を
横
目
で
流
し
タ
バ
コ
植
え

雄
大
さ
近
く
で
見
て
も
八
甲
田

花
見
し
て
雪
の
回
廊
二
重
奏

ど
忘
れ
て
「
あ
れ
」「
こ
れ
」「
そ
れ
」
を
使
い
分
け

〈
俳
句
〉

ね
こ
も
ね
こ
餌
の
絆
や
草
萌
ゆ
る

初
夏
と
な
り
老
い
の
身
に
は
ま
だ
冬
衣

〈
短
歌
〉

有
り
が
た
き
歩
け
ぬ
身
な
れ
ま
ま
な
ら
ず

書
け
る
こ
の
手
に
手
を
合
し
な
り

福
寿
草
季
節
外
れ
の
ボ
タ
雪
に

寒
さ
堪
え
て
春
待
つ
今
宵

戸
来
だ
け
白
雲
い
だ
き
た
い
ぜ
ん
と

そ
び
え
る
姿
に
心
き
よ
ま
る

車
窓
に
見
ゆ
木
の
芽
ふ
き
生
う
道
ゆ
け
ば

こ
ぶ
し
花
咲
く
野
山
に
映
え
て

お
は
よ
う
と
声
か
け
あ
っ
て
急
ぎ
足

友
は
畑
に
わ
れ
リ
ハ
ビ
リ
に

満
開
の
狭
庭
の
水
仙
勢
揃
ひ

日
毎
気
遣
う
吾
に
微
笑
む

林
檎
老
樹
に
支
え
木
並
び
咲
き
さ
か
る

花
に
重
さ
の
あ
る
ご
と
く
見
ゆ

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
ら

え
さ

き
ず
な

し
な

わ
れ

ぞ
ろ

ま　

ど

上
市
川

中
　
区

古
街
道

長
　
根

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期　【　】＝３月期・前月

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

14,191
（14,202）
【14,581】

12,589
（12,966）
【13,133】

14,574
（14,598）
【14,628】

14,343
（14,466）
【14,401】

14,616
（14,685）
【14,759】

14,250
（14,210）
【14,234】

1956
（11,033）
【11,126】

14,529
（14,926）
【14,950】

14,377
（14,310）
【14,567】

14,560
（14,928）
【14,957】

14,697
（14,691）
【14,795】

14,570
（14,950）
【14,950】

11,898
（11,829）
【12,062】

14,411
（14,509）
【14,395】

14,723
（14,746）
【14,792】

14,505
（14,422）
【14,582】

14,201
（14,188）
【14,217】

14,570
（14,950）
【14,950】

10,233
（10,282）
【11,527】

14,167
（14,627）
【14,852】

皮膚科 計

患者数

　　　　診療科
区分

u



i

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
五
戸
町
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
高

橋
與
志
夫
会
長
）
か
ら
５
月

１
日
開
催
「
第
21
回
五
戸
春

ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
益
金

３
万
円

あ
た
た
か
い
善
意

あ
た
た
か
い
善
意

№148

「
五
戸
地
方
の
馬
談
義
③

　
　
　
　
　
産
馬
組
合
の
誕
生
」

初代組合長の藤田善五郎

　
五
戸
産
馬
組
合
は
昭
和
四
十
八

年
八
月
六
日
の
火
災
で
庁
舎
や
牧

舎
、
古
文
書
、
写
真
な
ど
が
焼
け
、

詳
細
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
と
こ
ろ
が
火
災
の
さ
な
か

中
古
四
輪
車
で
駆
け
つ
け
、
一
部

の
書
類
を
搬
出
し
た
町
民
が
い
る
。

そ
の
資
料
を
参
考
に
組
合
の
歩
み

を
紹
介
し
た
い
。

　
七
戸
藩
に
任
用
替
え
し
て
い
た

五
戸
御
給
人
三
浦
庄
七
が
明
治
三

年
九
月
二
十
一
日
、
盛
岡
の
民
部

省
養
馬
掛
出
張
所
か
ら
牛
馬
掛

（
係
）
を
任
命
さ
れ
た
。
総
馬
改

め
や
産
馬
事
務
を
行
い
、
五
戸
や

七
戸
の
馬
の
セ
リ
の
立
会
人
と
な

る
。

　
し
か
し
こ
れ
が
半
年
で
崩
れ
、

産
馬
行
政
は
挫
折
し
た
。
理
由
は

①
南
部
地
方
に
は
所
管
違
い
の
江

刺
藩
、
七
戸
藩
、
斗
南
藩
な
ど
が

群
立
し
て
い
た
②
藩
や
県
の
対
立

③
交
通
不
便
の
た
め
馬
政
官
の
出

張
が
円
滑
に
で
き
な
い
、
な
ど
。

　
明
治
十
二
年
一
月
、
県
は
上
北

郡
倉
内
村
（
現
六
ヶ
所
村
）
と
三

戸
郡
戸
来
村
に
撰
畜
場（
種
付
所
）

を
設
け
、
戸
来
に
は
牡
馬
五
頭
が

父
馬
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

　
南
部
地
方
の
産
馬
の
改
良
は
県

中
心
よ
り
民
間
事
業
に
移
し
た
ほ

う
が
よ
い
と
い
う
意
見
が
多
く
、

明
治
十
二
年
六
月
、
産
馬
維
持
方

法
を
協
議
す
る
準
備
委
員
を
公
選
。

五
戸
地
方
で
は
戸
来
喜
代
治
、
田

島
勘
七
ら
三
人
が
選
出
さ
れ
た
。

委
員
が
県
庁
に
集
ま
っ
て
協
議
し

た
末
、
産
馬
維
持
共
会
を
設
立
。

す
べ
て
の
馬
は
馬
籍
台
帳
に
登
録

す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

　
明
治
十
七
年
六
月
五
日
、
セ
リ

駒
区
を
七
区
に
分
け
、
五
戸
組
を

割
っ
て
三
本
木
組
を
設
け
た
。「
七

五
の
馬
」
の
愛
称
は
、
五
戸
と

七
戸
の
産
地
を
意
味
し
て
い
た

が「
七
五
三
の
馬
」と
変
わ
っ
た
。

　
組
毎
に
二
人
の
肝
煎
が
置
か

れ
た
。
五
戸
組
の
肝
煎
は
田
中

謙
造
、
藤
田
要
助
で
五
戸
産
馬

組
合
の
設
立
に
努
め
た
。
以
来
、

乗
用
馬
の
生
産
、
外
来
技
術
を

導
入
す
る
方
向
へ
と
変
わ
っ
て

き
た
。

　
五
戸
の
セ
リ
市
は
明
治
十
二

年
十
月
五
日
か
ら
始
ま
っ
て
い

た
。
県
係
官
が
臨
席
し
、
監
視
指

導
を
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
戸
来
ほ
か
数
か
村
は

「
県
係
官
の
臨
席
不
用
」
と
断
っ

て
セ
リ
を
始
め
た
。
こ
れ
は
新
し

い
五
戸
組
産
馬
会
社
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
が
、
県
係
官
の
外
崎
正
範

属
は
直
ち
に
県
へ
報
告
す
る
と
と

も
に
、
各
村
戸
長
に
対
し
て
「
新

し
く
作
ら
れ
た
産
馬
会
社
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
の
告
示
を
出
し
た
。

そ
の
後
、
県
か
ら
「
セ
リ
市
は
許

可
を
受
け
て
開
設
す
る
よ
う
に
」

と
の
強
い
再
通
告
が
各
戸
長
に
出

さ
れ
た
。

　
か
く
し
て
五
戸
の
県
係
官
ボ
イ

コ
ッ
ト
事
件
は
た
っ
た
一
日
で
終

わ
っ
た
と
い
う
。
セ
リ
市
は
川
原

町
種
畜
場
で
従
来
ど
お
り
取
り
扱

う
と
馬
持
ち
主
に
通
知
さ
れ
た
。

　
明
治
二
十
二
年
二
月
、
規
則
の

改
正
で
肝
煎
を
組
合
長
と
改
め
、

投
票
で
藤
田
善
五
郎
が
初
代
組
合

長
と
な
っ
た
。
当
初
、
上
大
町
に

事
務
所
が
設
け
ら
れ
、
セ
リ
市
は

上
大
町
の
道
路
で
や
っ
て
い
た
が
、

八
戸
警
察
署
五
戸
分
署
の
取
り
締

ま
り
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
明

治
三
十
七
年
五
月
十
七
日
、
下
大

町
の
三
浦
庄
七
（
三
代
目
）
所
有

の
沢
向
の
土
地
（
現
町
立
公
民
館
）

一
町
二
畝
を
譲
り
受
け
て
移
転
し

た
。

﹇
メ
モ
﹈

①
藤
田
善
五
郎

五
戸
の
識
見
あ
る
政
治
家
。
府

県
議
会
規
則
が
制
定
さ
れ
た
後

の
初
の
県
会
議
員
を
明
治
十
二

年
一
月
か
ら
十
五
年
十
月
ま
で

務
め
る
。子
孫
は
八
戸
に
在
住
。

②
三
浦
庄
七

初
代
庄
七
は
二
百
石
の
武
家
育

ち
。
安
政
か
ら
明
治
初
期
ま
で

六
百
六
十
町
歩
の
山
持
ち
。
三

代
庄
七
の
時
、
現
公
民
館
の
耕

地
を
分
譲
す
る
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

三
　
浦
　
榮
　
一

か
か
り

き
も
い
り

ぼ
う  

ば

せ

大正初期に建築された五戸産馬組合庁舎
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情報ステーション

雇
用
・
資
格

福
祉

19
年
度
身
体
障
が
い
者

巡
回
診
査
お
よ
び
更
生
相
談

税
金

県
税
の
納
付
は
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
募
集

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
師

（
高
校
生
）出
張
特
別
試
験

警

察

官

募

集

●
受
験
資
格

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

●
受
付
期
間

　
平
成
19
年
６
月
26
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
７
月
３
日（
火
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
19
年
９
月
９
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
東
北
事
務
局

　
℡
０
２
２ 

│ 

２
２
１ 

│ 

２
０
２
２

●
警
察
官
Ａ

○
受
験
資
格

　
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
卒
（
見
込
み
）
者

○
受
付
期
間

　
平
成
19
年
５
月
28
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
６
月
22
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
19
年
７
月
８
日
（
日
）

●
警
察
官
Ｂ

○
受
験
資
格

　
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　
（
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
を
有

す
る
者
を
除
く
）

○
受
付
期
間

　
平
成
19
年
８
月
６
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
８
月
31
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
19
年
９
月
23
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
警
察
署

　
℡
62 

│ 

３
２
４
１

●
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級

課
程
講
習
会

○
期
日

　
平
成
19
年
７
月
18
日（
水
）か
ら

９
月
５
日
（
水
）
ま
で
の
平
日

（
24
回
程
度
、
１
３
４
時
間
）

○
場
所

　
八
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

●
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

○
期
日

　
平
成
19
年
７
月
17
日（
火
）か
ら

12
月
１
日
（
土
）
ま
で
の
主
に

火
・
木
曜
日
（
37
回
）

○
場
所

　
ア
レ
ッ
ク
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
学
院

　
（
八
戸
市
）

●
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

○
期
日

　
平
成
19
年
８
月
（
予
定
）

○
場
所

　
八
戸
市
（
６
月
中
旬
ご
ろ
詳
細

決
定
）

●
対
象

　
母
子
家
庭
の
母
等
（
お
お
む
ね

60
歳
程
度
ま
で
）

●
募
集
期
間

　
平
成
19
年
６
月
１
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
６
月
15
日（
金
）ま
で

※
申
込
書
は
役
場
福
祉
課
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
５ 

│ 

４
１
５
２

　
高
校
生
を
対
象
と
し
た
２
級
ボ

イ
ラ
ー
技
師
の
出
張
特
別
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
試
験
日

　
平
成
19
年
７
月
26
日
（
木
）

●
試
験
会
場

　
八
戸
市

●
受
付
期
間

　
平
成
19
年
６
月
４
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
６
月
８
日（
金
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
２
２
３ 

│ 

２
３ 

│ 

３
１
８
１

　
　http://w

w
w

.exam
.or.jp

●
対
象
者

・
町
か
ら
再
認
定
の
通
知
を
受
け

た
方

・
補
装
具
な
ど
の
修
理
と
交
付
、

再
交
付
を
必
要
と
す
る
方

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
る
た
め
診
査
を
必
要
と
す

る
方

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
障
が
い

程
度
お
よ
び
等
級
に
変
化
が
あ

り
、
変
更
を
必
要
と
す
る
方

・
生
活
・
医
療
・
施
設
入
所
な
ど

の
相
談
を
希
望
す
る
方

●
肢
体
不
自
由
の
方

○
日
　
時

　
平
成
19
年
７
月
12
日
（
木
）

　
▽
受
付
午
前
８
時
45
分
〜
11
時

　
▽
診
察
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

○
場
　
所

　
八
戸
市
福
祉
体
育
館

●
聴
覚
障
が
い
の
方

○
日
　
時

　
平
成
19
年
７
月
23
日
（
月
）

▽
受
付
午
前
８
時
45
分
〜
10
時

15
分
▽
診
察
午
前
９
時
〜
11
時

○
場
　
所

　
三
戸
中
央
病
院

●
持
参
す
る
も
の

身
体
障
が
い
者
手
帳
（
持
っ
て

い
る
方
）、
印
鑑

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課
福
祉
班

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
３

●
口
座
振
替
で
き
る
県
税

自
動
車
税
、個
人
事
業
税
、法
人

県
民
税
・
事
業
税
、軽
油
取
引
税

●
申
し
込
み
方
法

通
帳
と
預
金
届
出
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
最
寄
り
の
取
扱
金
融

機
関
ま
た
は
地
域
県
民
局
県
税

部
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
取
扱
金
融
機
関

県
内
の
各
銀
行
、
信
用
金
庫
、

青
森
県
信
用
組
合
、
東
北
労
働

金
庫
、
農
業
協
同
組
合
な
ど

※
県
内
支
店
口
座
か
ら
の
振
替
に

限
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
３
５
７

URL
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児
童
手
当
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

新
社
会
人
し
ご
と

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

子
育
て
メ
イ
ト
夏
の
親
子

ク
ラ
ブ
「
七
夕
ま
つ
り
会
」

児
童
扶
養
手
当･

特
別
児
童

扶
養
手
当
に
つ
い
て

育
児

女
性
・
子
ど
も
の
た
め
の

特
設
人
権
相
談
所 相

談

農
地
の
買
受
人
募
集

農
業

　
県
で
は
、
若
年
労
働
者
の
早
期

離
職
を
防
止
す
る
た
め
、
新
社
会

人
を
対
象
と
し
た
電
話
相
談
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
、
仕
事
や
職
場
の
人
間

関
係
な
ど
の
悩
み
に
応
え
ま
す
。

●
相
談
日
時

　
毎
週
木
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
右
記
以
外
の
平
日
も
ス
タ
ッ
フ

が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
新
社
会
人
し
ご
と
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
7
０
１
２
０ 

│ 

４
６
４ 

│ 

１
７
５

　
大
字
倉
石
又
重
字
鶴
渡
78 

│ 

１

　
　
　
　
　
田
　
　
　
８
７
０
㎡

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
19
年
６
月
20
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
１

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１

日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
届
の
提
出
が

な
い
と
、
６
月
以
降
の
手
当
の
支

払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
必
要
書
類

・
保
険
証
（
厚
生
年
金
の
方
）

・
所
得
証
明
書
（
平
成
19
年
１
月

１
日
に
五
戸
町
に
住
所
が
な
か

っ
た
方
）

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
５

●
児
童
扶
養
手
当

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
母
ま
た
は
養
育
者
に
児
童
扶

養
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

・
支
給
要
件（
該
当
後
５
年
以
内
）

▽
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童
▽
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま

れ
た
児
童
▽
父
が
死
亡
ま
た
は

生
死
不
明
の
児
童
▽
父
が
重
度

の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

▽
父
が
１
年
以
上
拘
禁
、
ま
た

は
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

※
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
、

一
定
の
所
得
を
越
え
る
、
父
母

の
死
亡
を
事
由
と
す
る
公
的
年

金
を
受
給
し
て
い
る
な
ど
の
場

合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
を

有
す
る
児
童
（
20
歳
未
満
）
を

監
護
お
よ
び
養
育
し
て
い
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
に
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

・
支
給
要
件

▽
障
が
い
児
の
父
ま
た
は
母
が

そ
の
障
が
い
児
を
監
護
し
て
い

る
▽
父
母
が
な
い
か
父
母
が
監

護
し
な
い
場
合
で
、
父
母
以
外

の
方
が
養
育
し
て
い
る

※
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
、

障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年

金
を
受
け
て
い
る
な
ど
の
場
合

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
５

　
子
育
て
奮
闘
中
の
皆
さ
ん
、
子

育
て
メ
イ
ト
と
一
緒
に
親
子
で
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時

　
平
成
19
年
７
月
６
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所

　
町
立
公
民
館
小
ホ
ー
ル

●
対
　
象

　
０
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者（
祖
父
母
の
方
も
大
歓
迎
）

●
参
加
費

　
１
人
１
０
０
円
（
お
や
つ
代
）

●
申
し
込
み
方
法

　
６
月
28
日（
木
）ま
で
に
各
地
区

の
子
育
て
メ
イ
ト
か
役
場
福
祉

課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
５

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
暴
力
、

セ
ク
ハ
ラ
、
育
児
や
い
じ
め
な
ど

の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
問
題
を
解
消

す
る
た
め
に
、
女
性･

子
ど
も
の

た
め
の
人
権
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

　
平
成
19
年
６
月
５
日
（
火
）

　
午
後
２
時
〜
５
時

●
場
　
所

　
町
立
公
民
館

●
相
談
員

　
五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
課

　
℡
62 
│ 

２
１
１
１
内
線
１
１
１

情報ステーション
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お

知
ら
せ

「平成19年度町民大学講座」受講生募集
　教育委員会では、町民の皆さんの生きがいや潤いのある
生活を目指し、町民大学講座を開催しています。

対　　象　町内居住の成人
募集期間　平成19年６月11日（月）～６月22日（金）
受 講 料　無料（ただし、教材購入費・見学料などが必要な場合は自己負担となります）
募集方法　電話またはＦＡＸ（様式任意）でお申し込みください。
申し込み先　教育委員会社会教育課　TEL 62－7965　FAX 77－2115

　　合同開講式・記念講演
日時　平成19年６月26日（火）13:30～15:00（受付13:00～）
場所　町立公民館　１階　小ホール
講師　田口　豊實　氏（南宗寺　住職）

送迎バスを用意しますのでご利用ください。
◇池ノ堂バス停　12：30発　◇志戸岸交差点　12：55発

◇浅 田 支 所　12：40発　◇倉石診療所　12：55発

バス利用の有無は申し込みの際にお申し出ください。

（備考）次回以降の講座内容は、開講式の時にお知らせします。

第 39 回 五 戸 町 民 登 山
開 催 日　平成19年７月21日（土）
登山場所　秋田県  秋田駒ケ岳（1,637ｍ）
募集対象　五戸町に在住または勤務し、

体力・健康に自信がある高
校生以上の方

募集人員　60人
※申し込み方法等は、６月の回覧でお知らせします。
問い合わせ先　教育委員会社会教育課
　　　　　℡62－2111内線523

「ごのへ夏まつり」花火大会
８月４日に決定しました
・みちのく少年サッカー大会
　８月４日（土）・５日（日）　雨天決行
・花火大会　８月４日（土）　雨天延期８月11日（土）
実行委員会事務局（五戸町観光協会内）℡62－7155

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

選
手
募
集

青
森
労
働
局
職
業
安
定
部
が

移
転
し
ま
し
た

催
し

パ
ワ
フ
ル
ラ
イ
フ
講
座

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
康
体
操
」

青
森
県
電
気
機
械
器
具

製
造
業
最
低
工
賃
改
正

（上市川中央･川内中学校前･切谷内下バス停経由） （豊間内コミセン経由）

（倉石支所前･小渡平公園前バス停経由）

●
新
住
所

　
青
森
市
新
町
２
丁
目
４ 
│ 
25

　
青
森
合
同
庁
舎
７
階

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
労
働
局
職
業
安
定
部

・
職
業
安
定
課

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
２
１ 

│ 

２
０
０
０

・
職
業
対
策
課

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
２
１ 

│ 

２
０
０
３

　
平
成
19
年
５
月
１
日
か
ら
青
森

県
電
気
機
械
器
具
製
造
業
最
低
工

賃
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
森
県
の
最
低
工
賃
は
こ
の
ほ

か
、和
服
裁
縫
業
最
低
工
賃
と
男
子
・

婦
人
既
製
服
製
造
業
最
低
工
賃
の

３
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
、

工
程
に
よ
っ
て
金
額
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
労
働
基
準
監
督
署

　
℡
46 

│ 

３
３
１
１

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
筋
肉
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
体

力
の
維
持
向
上
や
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時

・
昼
コ
ー
ス

　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
２
時
〜
３
時

・
夜
コ
ー
ス

　
隔
週
水
曜
日

　
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
４
月
第
４
週
に
回
覧
し
た
参
加

募
集
チ
ラ
シ
で
、
夜
コ
ー
ス
の

曜
日
を
「
火
曜
日
」
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
水
曜

日
」
で
す
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

●
場
　
所

　
町
立
公
民
館
体
育
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費

　
１
回
１
０
０
円
（
毎
回
徴
収
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62 

│ 

２
３
０
１

　
町
で
は
、
９
月
２
日
開
催
「
第

15
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
」

の
選
手
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者

中
高
生
・
大
学
生
（
保
護
者
が

五
戸
町
に
居
住
）、
一
般
（
五

戸
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
）

●
選
考
会
の
期
日

▽
６
月
２
日
（
土
）
▽
６
月
９

日
（
土
）
▽
６
月
24
日
（
日
）

▽
６
月
30
日
（
土
）
▽
７
月
８

日
（
日
）
▽
７
月
15
日
（
土
）

●
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
９
時

●
場
所

　
ひ
ば
り
野
公
園
陸
上
競
技
場

●
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
５
２
３

情報ステーション

講座内容　第１回



!2

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，９５０人　（－33）

　女　１０，６８９人　（－17）

総人口２０，６３９人　（－50）

世帯数１６，９２５世帯（±０）

平成19年５月１日現在

この広報紙は古紙を配合した紙を使用しています

　
町
の
海
外
派
遣
研
修
事
業
で
中

嶋
美
幸
さ
ん
（
下
タ
ノ
沢
）
が
、

２
月
14
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で
17

日
間
の
日
程
で
欧
州
各
国
を
訪
れ

ま
し
た
。
今
号
か
ら
７
回
シ
リ
ー

ズ
で
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
２
月
14
日
（
水
）

　
今
日
か
ら
欧
州
海
外
研
修
に
出

発
し
ま
す
。
こ
ん
な
に
長
期
間
、

海
外
を
旅
す
る
の
は
初
め
て
な
の

で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
そ
れ
以
上

に
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
す
！

　
14
時
55
分
成
田
空
港
発
の
飛
行

機
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
余
裕
を

持
っ
て
９
時
に
は
家
を
出
ま
し
た
。

生
憎
の
雨
模
様
で
離
陸
が
少
し
遅

れ
て
15
時
15
分
の
出
発
で
す
。
ロ

ー
マ
で
国
内
便
に
乗
り
継
ぎ
、
細

長
い
イ
タ
リ
ア
の
南
に
位
置
す
る

都
市
ナ
ポ
リ
ま
で
行
き
ま
す
。

　
ナ
ポ
リ
に
到
着
し
た
の
は
成
田

空
港
を
出
発
し
て
か
ら
16
時
間
後
。

現
地
時
間
の
23
時
で
す
。
送
迎
車

で
ホ
テ
ル
ま
で
送
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
時
差
ボ
ケ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
前
日
徹
夜
し
て
飛
行
機
の
中
で

寝
た
の
で
体
調
は
大
丈
夫
！
　
今

日
は
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
明
日
か
ら

欧
州
の
歴
史
を
勉
強
し
て
こ
よ
う

と
思
い
ま
す
。

▼
２
月
15
日
（
木
）

　
朝
６
時
に
起
床
し
て
８
時
に
は

出
発
し
ま
す
。
今
日
は
一
日
ナ
ポ

リ
市
内
で
過
ご
し
ま
す
。
こ
の
都

市
は
温
暖
な
気
候
な
の
で
、
ロ
ー

マ
帝
国
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
や

ネ
ロ
帝
も
避
寒
地
と
し
て
お
気
に

入
り
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
こ
の
日
は
生
憎
の
大
雨

で
傘
を
さ
し
て
も
び
し
ょ
濡
れ
の

状
態
…
し
か
し
市
内
は
バ
ス
と
地

下
鉄
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
共
通
乗

車
券
を
購
入
し
て
と
て
も
便
利
に

移
動
で
き
ま
し
た
。

　
13
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
筒
型
の

ヌ
ォ
ー
ボ
ー
城
や
ナ
ポ
リ
王
が
住

ん
だ
と
い
う
王
宮
を
見
学
し
ま
し

た
。
王
宮
の
内
部
は
大
理
石
や
金

箔
な
ど
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
豪
華
さ
に
た
だ
圧
倒
さ
れ
る

ば
か
り
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
帝
国

の
勢
力
が
肌
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
は
国
立
考
古
学
博
物
館

へ
移
動
し
て
見
学
し
ま
し
た
。
こ

こ
に
は
火
山
に
よ
っ
て
滅
ん
だ
世

界
遺
産
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
に
つ
い
て

の
展
示
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

火
山
灰
の
下
か
ら
発
掘
さ
れ
た
モ

ザ
イ
ク
画
や
楽
器
や
手
術
道
具
ま

で
あ
り
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の

で
し
た
。
実
り
豊
か
な
南
イ
タ
リ

ア
で
栄
え
た
美
し
い
ポ
ン
ペ
イ
の

都
市
が
、
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て

一
瞬
に
し
て
埋
も
れ
て
し
ま
う
光

景
を
想
像
す
る
と
ぞ
っ
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

▼
２
月
16
日
（
金
）

　
こ
の
日
は
首
都
ロ
ー
マ
へ
と
移

動
し
ま
す
。
８
時
30
分
の
電
車
で

ナ
ポ
リ
中
央
駅
を
出
発
し
、
お
よ

そ
２
時
間
で
ロ
ー
マ
の
テ
ル
ミ
ニ

駅
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
都
市
間
の
移
動
は
Ｅ

Ｓ
ス
タ
ー
と
い
う
新
幹
線
の
よ
う

な
長
距
離
電
車
を
利
用
し
ま
し
た
。

日
本
と
違
っ
て
駅
に
改
札
が
な
い

の
で
、
自
分
で
ホ
ー
ム
に
あ
る
刻

印
機
で
日
付
や
時
刻
を
刻
印
し
ま

す
。
こ
の
刻
印
を
し
忘
れ
る
と
約

１
万
円
の
罰
金
が
発
生
す
る
う
え

に
大
使
館
に
連
絡
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
忘
れ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ロ
ー
マ
は
現
在
イ
タ
リ
ア
の
首

都
で
あ
る
と
と
も
に
、
古
代
ロ
ー

マ
帝
国
の
中
心
地
と
し
て
皇
帝
が

愛
し
た
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。
ロ

ー
マ
内
の
遺
跡
や
教
会
の
数
は
他

の
都
市
の
比
で
は
な
く
、
い
か
に

ロ
ー
マ
帝
国
が
栄
え
て
い
た
か
を

見
せ
付
け
ら
れ
ま
す
。
ロ
ー
マ
帝

国
の
歴
史
は
紀
元
前
７
世
紀
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
、
帝
国
分
裂
や
他
族

の
侵
入
に
よ
っ
て
数
々
の
帝
国
存

続
の
危
機
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や

は
り
強
大
な
力
を
保
持
し
て
き
ま

し
た
。

　
市
内
移
動
は
主
に
地
下
鉄
を
利

用
し
ま
し
た
。
３
日
間
市
内
交
通

乗
り
放
題
＋
２
施
設
が
無
料
で
入

場
で
き
る
ロ
ー
マ
・
パ
ス
と
い
う

観
光
客
向
け
の
チ
ケ
ッ
ト
を
20
ユ

ー
ロ
で
購
入
し
ま
し
た
。
観
光
産

業
が
発
達
し
て
い
る
国
な
の
で
観

光
客
向
け
の
チ
ケ
ッ
ト
や
施
設
が

充
実
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
パ
ン
テ
オ
ン
と
い
う

世
界
一
の
石
作
り
建
築
、
ガ
リ
レ

オ
裁
判
が
行
わ
れ
た
セ
ン
ト
・
マ

リ
ア
・
ソ
プ
ラ
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
教

会
、
ネ
ロ
帝
の
魂
を
鎮
め
る
た
め

に
建
設
さ
れ
た
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・

デ
ル
・
ポ
ポ
ロ
教
会
と
い
っ
た
歴

史
的
な
建
物
や
ロ
ー
マ
市
民
の
憩

い
の
場
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
広
場
や

ナ
ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
や
ポ
ポ
ロ
広
場

と
い
っ
た
広
場
を
巡
り
ま
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
と
い
う
国
に
は
大
小

の
教
会
が
無
数
に
あ
り
、
ど
の
教

会
も
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

と
い
う
国
で
は
一
般
的
に
日
常
生

活
に
あ
ま
り
宗
教
は
強
く
関
わ
っ

て
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
国
で
は
宗

教
こ
そ
が
生
活
の
中
心
で
あ
り
規

範
で
あ
る
こ
と
が
混
み
合
っ
た
教

会
を
見
て
い
る
う
ち
に
実
感
で
き

ま
し
た
。
（
続
く
）
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屋外

屋外

ひばり野

ひまわり団地

屋外

屋内

屋内

五 戸 町 指 定 避 難 所 一 覧

　五戸町が指定する避難所の一覧です。自分が住んでいる地区の避難所を確認し、避難経路を把握しておきましょう。
　なお、災害発生時には状況により避難所が使用できない場合もありますので、防災行政無線放送等によくご留意ください。

地区 施設名区分 地区 施設名区分

地区 施設名区分

地区 施設名区分

地区 施設名区分

地区 施設名区分

●五戸ドーム

●五戸ドーム駐車場

●ひばり野スポーツ交流センタ－駐車場

屋内

全域
屋外

●五戸小学校　　　　　●上大町自治会館

●町図書館　　　

●稲荷神社境内　　　　●歴史みらいパーク駐車場

●五戸小学校　　　　　●町立公民館・体育センター

●下大町自治会館　　　●社会福祉センタ－

●町立公民館駐車場　　●歴史みらいパーク駐車場　

●役場駐車場　　　　　●社会福祉センタ－駐車場

●五戸小学校グラウンド

上大町

下大町

●地区公民館　　　　　●新町自治会館

●立場公園　　　　　　●歴史みらいパーク駐車場
新町

●川原町自治会館　　　●五戸高等学校

●川原町広場　　　　　●五戸高等学校グラウンド　

●地区公民館　　　　　●町立公民館・体育センター

●博労町自治会館　　　●社会福祉センタ－

●町立公民館駐車場　　●五戸小学校グラウンド

●五戸中学校グラウンド●社会福祉センタ－駐車場

●荒町自治会館　　　　●五戸小学校

●町図書館

●稲荷神社境内

●五戸中学校　　　　　●ひばり野自治会館

●五戸中学校グラウンド

●五戸小学校　　　　　●ひまわり集会所

●役場駐車場

屋外

屋内

屋外

屋内

屋外

屋外

屋内

屋外

屋内

屋外

屋内

屋外

屋内

屋内

屋外

屋内
荒町

川原町

博労町

●蛯川小学校　　　　　●下新井田集会所

●蛯川公会堂　　　　　●八区自治会館

●蛯川小学校グラウンド

下新井田
蛯川 根前
兎内 石仏

●切谷内小学校　　　　●川内中学校

●大森集会所　　　　　●大久木集会所

●佐野集会所　　　　　●切谷内公民館

●粒ケ谷地研修館　　　●菖蒲川自治会館

●瑞穂館

●上市川小学校　　　　●川内中学校

●瑞穂館　　　　　　　●上区研修館

●中区公民館　　　　　●下区集会所

●北市川集会所　　　　●池ノ堂自治会館

●石呑生活館

●川内中学校グラウンド●上市川小学校グラウンド屋外

●川内中学校グラウンド●切谷内小学校グラウンド屋外

屋内

屋内
大字上市川

大字切谷内

全域

五戸・蛯川地区

川内地区

豊間内地区

●豊間内小学校　　　　●岩ノ脇集会所

●豊間内地区コミュニティセンター

●志戸岸自治会館

●豊間内小学校グラウンド

大字豊間内

浅田地区

●南小学校　　　　　　●野沢自治会館

●扇田住民会館

●南小学校グラウンド　●五戸南霊園

●南小学校　　　　　　●浅水下自治会館

●浅水上自治会館　　　●浅水活性化センター

●上豊川集会所　　　　●下豊川集会所

●北向集会所　　　　　●関口集会所

●南小学校グラウンド　●浅水活性化センタ－駐車場

●豊川小学校跡地　　　●浅田青果市場駐車場

●南小学校　　　　　　●手倉橋自治会館

●荷軽井自治会館

●手倉橋農村公園

屋外

屋外

屋内

屋内

屋内

屋外

倉石地区

屋内

屋内

屋内

屋外

問い合わせ先　　役場総務課　1６２－７９５０（直通）

大字浅水

大字扇田

大字手倉橋

●五戸南霊園

倉石地区全域 ●倉石スポーツセンター●倉石コミュニティセンター

●石沢小学校　　　　　●三戸郡福祉事務組合施設

●石沢駒踊伝承館　　　●鳥沼新田文化センター

●槍沢和栄館　　　　　●石沢地区公民館

●一ノ坪文化センター　●風原平文化センター

●清駒地区開発婦人ホーム

●高村由蔵宅前　　　　●槍沢・鳥沼新田農村公園

●風原平集会所前　　　●石沢小学校グラウンド

●清駒地区開発婦人ホーム前

大字倉石石沢

●中市小学校　　　　　●倉石中学校

●保健福祉センター　　●三戸郡福祉事務組合施設

●倉石中市児童館　　　●清駒地区開発婦人ホーム

●中市共栄館　　　　　●浦田協和館

●小渡文化センター　　●向松振興会館

●大久保集会所　　　　●横倉文化センター

●清駒地区開発婦人ホーム前

●中市小学校グラウンド

●倉石コミュニティセンター駐車場

●倉石中学校グラウンド

●三戸郡福祉事務組合グラウンド

●浦田協和館前　　　　●向松振興館前　

●大久保水道揚水場前　●横倉文化センター前

大字倉石中市

●又重小学校　　　　　●倉石温泉

●山田文化センター　　●太田振興館

●谷地中文化センター　●北向文化センター

●沼沢文化センター　　●鎗水文化センター

●舘町秀山会館　　　　●宮台文化センター 

●森冬振興館　　　　　●しらかば

●平成文化センター

●山田平　　　　　　　●上谷地広場

●北向農村公園　　　　●沼沢集会所前

●本田良徳宅上ミ（畑）　 ●小笠原義高宅前

●古川代農村公園　　　●又重小学校グラウンド

●森山進宅下モ（畑）　　 ●冬名集落入口交差点(道路)

●佐々木芳弥宅前（畑）

大字倉石又重

屋外

屋内



海上自衛隊大湊音楽隊演奏会

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

今月の納期第59回三戸郡総合体育大会　日程

納期限７月２日（月）

町県民税 第１期

17

18

19

20

21

22

日

23

月

24

火

水

木

金

土

金

土

日

月

火

水

25

26

27

28

29

30

木

父の日
家庭の日

記念日等日 行　　事　　等

● みんなの保健室（健康相談）

● はじめてのバウンドテニス教室 19：00～21：00　　　倉石スポーツセンター

13：00～15：00　　　役場保健衛生課

● 行政相談

● 町民大学講座合同開講式・記念講演 13：30～15：00　　　町立公民館

13：00～16：00　　　倉石温泉

● 三種混合　　　　　　予防接種

● 海上自衛隊大湊音楽隊演奏会 18：30開演　　　　　町立公民館

12：20～12：50受付　総合病院

● ２歳６か月児健康相談（16年12月生） 12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● ３歳児健康診査（16年２・３月生） 12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00　　　役場保健衛生課

● 土曜セミナー「漢字再入門！」③

● 青森県スポーツ少年団フェスティバル三戸郡予選大会
軟式野球　 8：30～ ひばり野公園ほか　ミニバスケットボール　 9：00～ 倉石スポーツセンターほか

● 青森県スポーツ少年団フェスティバル三戸郡予選大会
軟式野球　 9：00～ ひばり野公園ほか　ミニバスケットボール　 9：00～ 倉石スポーツセンターほか

● 青森県スポーツ少年団フェスティバル三戸郡予選大会
軟式野球　10：00～（予定）ひばり野公園ほか　ミニバスケットボール　10：00～（予定）倉石スポーツセンター

13：30～15：00　　　町図書館

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

６.９
（土）

６.10
（日）

ゲートボール 五戸ドーム
町立公民館体育センター
五戸中学校

倉石中学校
五戸中学校
石沢小学校

倉石コミュニティセンター

ひばり野公園

9：30
10：30
13：00

8：30

9：00

9：00
9：00
9：00

弓道
剣道

開会式
軟式野球、サッカー、
ソフトテニス
家庭婦人バレーボール
バレーボール、柔道
卓球

軟式野球 ひばり野公園
ひばり野公園
南部町民体育館

南部町民体育館
小渡平公園

カッコーの森（南郷区）
五戸小学校

倉石スポーツセンター
サンノヘイージーボウル

13：30
14：00
14：00

9：00
9：00
9：30
9：30

10：00
13：00

サッカー
バスケットボール

バドミントン
ボウリング
グラウンド・ゴルフ
バスケットボール
陸上競技
相撲



日 記念日等

時の記念日

世界保健デー

行　　事　　等

平成18年分所得証明書
　発行開始　　６／１～　　　　役場税務課・各支所

平成19年度課税証明書

児童手当現況届提出期間　　　　　　６／１～６／29　役場福祉課・各支所�      

まちづくり月間

男女雇用機会均等月間

１

２

３

金

４

土

金

土

５

日

６

月

７

火

８

水

木

木

金

土

日

月

火

水

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

12：20～12：50受付　総合病院● ＢＣＧ接種

12：30～13：00受付　旧地域保健センター● ３か月児健康診査（19年２月生）

12：20～12：50受付　総合病院

12：20～12：50受付　総合病院● 麻しん・風しん混合予防接種

● ６か月児健康相談（18年11月生） 12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● 人権相談（女性・子ども対象） 14：00～17：00　　　町立公民館

● 行政相談 13：00～16：00　　　倉石コミュニティセンター

● みんなの保健室（健康相談）

● 成分献血（要予約） 　　　　　　　　　　役場

13：00～15：00　　　役場保健衛生課

13：00～15：00　　　役場保健衛生課

● 三戸郡総合体育大会

● 土曜セミナー「漢字再入門！」② 13：30～15：00　　　町図書館

● 10か月児健康相談（18年８月生）

● ポリオ（小児マヒ）予防接種

12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● 三戸郡総合体育大会

● みんなの保健室（健康相談）

● 五戸町長・青森県知事選挙投票日 17：00～20：00　　　町内各投票所

電
波
利
用
保
護
旬
間

２００７年

平成１９年
６６月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

● 三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：50受付　総合病院ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

上記参照

上記参照



● ＢＣＧ接種

● ６か月児健康相談（18年12月生）

日 記念日等

海の日

家庭の日

行　　事　　等

月　間　メ　モ

 「愛の血液助け合い運動」月間�         

 社会を明るくする運動全国強調月間�          

１

２

３

日

４

月

５

火

６

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

７

８

９

日

月

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

● 三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：50受付　総合病院

12：20～12：50受付　総合病院

● ３か月児健康診査（19年３月生） 12：30～13：00受付　旧地域保健センター

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

２００７年

平成１９年
７月

13：00～15：00　　　役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

10：00～12：00　　　町立公民館小ホール● 子育てメイト「七夕まつり会」

13：30～15：00　　　町図書館● 土曜セミナー「漢字再入門！」④

12：30～13：00受付　旧地域保健センター

　 10か月児健康相談（18年９月生） 12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● 行政相談 13：00～16：00　　　倉石コミュニティセンター

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00　　　役場保健衛生課

● 田ノ草取り唄（踊） 14：00～　　　　　　代官所前




